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【要約】

ＪＡ愛知みなみエコセンター（以下、エコセンター）では専門の従業員を配置し、水

分調整の方法を統一し管理を一括することで、良質な堆肥の安定生産を行っている。ま

た、酪農、肉牛、養豚、養鶏の家畜ふんの混合割合を変え、用途別に４種類の堆肥を生

産し、地域の土壌改善を担っている。さらに、袋詰め堆肥の生産や公共事業への対応な

ど、個人の畜産農家では困難な地域外流通を積極的に行うことで、地元畜産農家と堆肥

の供給先の棲み分けを行っている。これらの取組の結果、エコセンターは、全国環境保

全型農業推進会議主催の「第１９回環境保全型農業推進コンクール」において優秀賞を

受賞した。

１ はじめに

田原市は、畜産が盛んで家畜ふんの排出量が多く、

農地への野積み及び悪臭、水質汚濁などの環境問題に

加えて、市内に広く分布する鉱質土壌や砂質土壌の地

力向上、堆肥の施用による化学肥料の削減が重要な課

題となっていた。

これらの課題を解決するため、ＪＡ愛知みなみの前

身である旧ＪＡ田原町は、平成１４年にエコセンター

を設立した。良質な堆肥を生産し、耕種農家へ安定供

給する体制を整えたエコセンターの取組は、「環境保

全型農業推進コンクール」においても優秀賞を受賞す

るなど高い評価を受けている。本報告書ではエコセンターの取組を紹介する。

２ 土壌改良のための良質堆肥生産の実践と工夫

（１）ニーズに合わせた商品開発

エコセンターでは、現在、水分調整材に「戻し堆肥」ではなくバークを使用している。

バークへの切替え当初は、様々な条件の水分量や畜種別混合比率で堆肥を製造し、定期的

に成分分析するとともに現地ほ場での栽培実

証を繰り返し行った。この結果、用途に応じ

た適切な畜種別の混合比率が判明し、品質の

安定に向けたノウハウを蓄積することができ

た。

現在では、堆肥利用者のニーズに応えるた

め広域流通用として畜種の混合割合の異なる

４種類の袋詰め製品を生産している。また、

バークはそのまま水分調整材とするのではな

写真１ 田原エコセンター

第１図 ニーズに対応した製品



く、専用機械でさらに粉砕して利用することにより、堆肥製造時の腐熟化を促進している。

（２）悪臭防止に向けた施設利用

家畜ふんは、発酵槽への投入前に攪拌機で粉砕バーク、戻し堆肥と均質に撹拌し、水分

状態が一定となるようにしている。この発酵槽にはエアレーション（外気の送風）を行う

機能が付いており、常に酸素を供給することで好気発酵の効率を高め、悪臭の発生を抑え

た完熟堆肥の生産が可能となっている。

（３）専門職員による高品質安定生産

堆肥化の最重要ポイントは、堆肥化開始時の水分調整である。しかし、個々の畜産農家

に水分調整を任せていては堆肥の品質が安定しない。そこで、豊かな知識と経験を持つ専

門職員が常駐して堆肥化作業を行うことで、水分率の適

正化が可能となり、品質と生産効率の向上に寄与してい

る。

（４）品質点検による責任出荷

毎ピットごとにエンドウの種子を使って発芽試験を行

い、播種日・ロット番号・葉の色・発芽率・エンドウの

生育状況の記録写真を撮影添付し、確認者が記名押印し

て、堆肥の腐熟度の確認を行っている。発芽率はほぼ100

％であり、合格した製品のみが出荷される。

３ ブロア式散布車開発による施設園芸用の堆肥の

利用推進

エコセンターは、施設園芸用の堆肥を生産してい

る全国的にも数少ない堆肥化施設である。

施設栽培ではガスが発生するような未熟堆肥は使

用できないため、良質堆肥の生産コストが増大する

こと、絶対的な需要量が露地栽培に比べて小さいこ

と、さらに、堆肥量あたりの散布コストが露地栽培

に比べて高いことが、施設栽培用堆肥を生産する課

題となっている。

エコセンターでは当地域が施設栽培の盛んな地域で

あることから需要を見込んで、堆肥の散布コストを低

減するために、平成12年に機械業者と連携して、ブロ

ア（空気噴出）方式による堆肥散布車を開発した。ホ

ースは100ｍまで延長することが可能で、水を撒く要

領で１ｔの堆肥を約10分（10a当たり約20～30分程度）

で散布することができる。
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４ 堆肥流通先の棲み分け

平成16年の家畜排せつ物法の施行により、補助事業により自前で堆肥化処理を行う畜産

農家が増加したことで、畜産農家由来の堆肥が地域内で多く流通するようになった。この

ため、供給コストの比較的低い露地野菜農家への供給は地元の畜産農家に委ね、エコセン

ターでは、品質の高い堆肥を生産し、施設園芸農家への供給やホームセンターなどへの広

域流通に力を入れることで、地元畜産農家と堆肥の流通先を棲み分け、資源循環を進めて

いる。

今後もエコセンターは、地域の基幹産業である農業がもたらす環境負荷を未然に防ぎな

がら、品質の良い堆肥を安定生産し、ブランド力を高めて施設園芸農家やホームセンター

等への広域流通を進めていく。さらには、新商品の開発や販路の拡大を進め、田原市の資

源循環型農業を推進し、農畜産物の安定供給と品質向上に貢献したいと考えている。
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